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論 文 審 査 結 果 の 要 旨

近年胃癌において，クロマチンリモデリング複合体の主要蛋白である ARID1A の発現異常

が報告されているが，まだ十分には検討されていない．本研究では 489 例の進行胃癌におけ

る DNA ミスマッチ修復（MMR）蛋白と，ARID1A の発現異常の臨床病理学的意義について

免疫染色を用いて検討した．MMR 蛋白の発現異常は 38 例（7.8％）に認められ，高齢，女

性，前庭部占拠，分化型組織という特徴を示した．ARID1A の発現異常は 109 例（22.3%）

に認められ，リンパ管侵襲，リンパ節転移，予後不良という特徴を示した．MMR 蛋白の発

現異常は，粘膜内病変も含め homogeneous な消失を示すものが多く，発癌において早期の段

階で起こっていると考えられた．ARID1A の発現異常は，浸潤部も含め heterogeneous な異

常を示すものが多く，発癌において後期の段階で起こっていると考えられた．MMR 蛋白と

ARID1A の発現異常は相関し，MMR システムの異常が ARID1A 遺伝子の変異を引き起こし

ている可能性が示唆された．
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